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○
水
上
村
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
　

尾お

ま

え前
和か
ず
あ
き明

氏
（
本
野
）
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

○
水
上
村
地
域
公
共
交
通
対
策
協
議
会
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

国
土
交
通
省
・
九
州
運
輸
局
・
熊
本
運
輸
支
局

と
の
協
議
の
中
で
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及

び
再
生
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
法
定
協
議
会
の

位
置
づ
け
を
、
よ
り
確
固
た
る
も
の
と
す
る
た
め

の
条
例
改
正
で
す
。

○
水
上
村
一
般
職
の
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

職
員
が
東
京
都
及
び
政
令
指
定
都
市
に
公
共
機

関
を
利
用
し
て
出
張
す
る
場
合
の
車
賃
支
給
を
、

「
１
回
に
つ
き
」
か
ら
「
１
日
に
つ
き
」
に
改
め
る

た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

○
水
上
村
工
場
設
置
奨
励
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

本
年
７
月
の
地
域
経
済
牽け
ん
い
ん引

事
業
促
進
法
の
施

行
に
伴
い
、
国
が
認
め
る
事
業
に
つ
い
て
工
場
以

外
の
業
種
も
法
適
用
と
な
っ
た
た
め
必
要
な
事
項

を
改
め
る
条
例
改
正
で
す
。

�����

　平成２９年第３回（９月）定例会が９月５日から７日までの３日間の会期で開催され、

人事案件１件、条例３件、報告１件、２９年度各会計補正予算８件、２８年度各会計

決算９件などが提案され、慎重に審議された結果、区長会から提出の議員定数削減

に関する請願書を除き、原案どおり可決・認定されました。

第17号

第３回９月定例会

○
球
磨
郡
町
村
会　

平
成
30

年
度
球
磨
管

内
主
軸
事
業
要
望

　
　

熊
本
県
知
事
、
国
土
交
通
省
九
州
地
方

整
備
局
、
九
州
農
政
局
長
、
熊
本
県
議
会

議
長
要
望
を
経
て
、
熊
本
県
選
出
国
会
議

員
、
国
土
交
通
省
、
農
林
水
産
省
他
関
係

省
庁
へ
30

年
度
球
磨
管
内
主
軸
事
業
の
要

望
を
実
施
。
主
な
要
望
事
業
は
、
道
路
、
砂

防
事
業
の
整
備
促
進
、
橋
梁
の
長
寿
命
化

修
繕
、
市
房
ダ
ム
湖
周
辺
等
の
整
備
、
林
業

振
興
施
策
の
拡
充
・
強
化
、
野
生
獣
類
被
害

対
策
、山
村
活
性
化
に
関
す
る
財
政
支
援
、

教
育
支
援
活
動
に
対
す
る
予
算
及
び
支
援

員
の
確
保
等
。

○
災
害
時
に
お
け
る
特
設
公
衆
電
話
の
設

置
、
利
用
に
関
す
る
協
定
書
調
印
式

　
　

８
月
21

日
、
水
上
村
と
西
日
本
電
信
電

話
株
式
会
社
熊
本
支
店
で
、
災
害
時
に
お

け
る
特
設
公
衆
電
話
の
設
置
、
利
用
に
関

す
る
協
定
書
の
調
印
式
を
挙
行
。
各
地
で

発
生
し
て
い
る
災
害
時
に
一
般
電
話
が
つ

な
が
り
に
く
い
事
案
が
発
生
し
て
い
る

が
、
事
前
に
特
設
公
衆
電
話
を
設
置
す
る

と
、
優
先
的
に
つ
な
が
り
や
す
い
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
こ
の
協
定
を
機
に
村
内
の
指

定
す
る
主
要
避
難
所
10

ヶ
所
に
西
日
本
電

信
電
話
株
式
会
社
が
特
設
公
衆
電
話
の
回

線
を
設
置
し
、
本
村
が
電
話
機
を
と
り
つ

け
る
こ
と
に
よ
り
被
災
者
の
通
信
手
段
を

速
や
か
に
確
保
で
き
る
。
今
後
の
安
心
・

安
全
な
村
づ
く
り
に
大
き
く
寄
与
す
る
も

の
と
期
待
す
る
。

○
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
、
金
婚
式
の
表
彰

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
結
婚
60

年
）
９
組 

　

金
婚
式
（
結
婚
50

年
）             

９
組 

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
採
用

　
　

書
類
審
査
と
面
接
試
験
を
実
施
し
た
結

果
、
村む
ら
か
み上　

幸さ
ち

さ
ん
（
岩
野
覚
井
）
を
９

月
１
日
付
け
で
採
用
し
産
業
振
興
課
で
勤

務
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。
１
年
ご
と
の

任
期
契
約
で
最
長
３
年
間
。

○
中
学
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
九
州
大
会

　
　

中
学
３
年
生
、
森も
り
か
わ川

美み

さ

き咲
さ
ん
が
中
学

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
熊
本
県
選
抜
チ
ー
ム

の
一
員
と
し
て
、
８
月
26

日
か
ら
27

日
に

唐
津
市
で
開
催
さ
れ
た
九
州
大
会
に
出
場

し
、
打
撃
で
チ
ー
ム
に
貢
献
。
選
抜
チ
ー

ム
で
プ
レ
ー
で
き
た
こ
と
は
本
人
に
と
っ

て
と
て
も
い
い
経
験
に
な
っ
た
し
、
後
輩

に
も
よ
い
目
標
を
示
し
て
も
ら
え
た
と
思

う
。

村
長
諸
般
の
報
告

○
２
学
期
も
小
・
中
学
生
は
元
気
に
登
校

　
　

暦
の
上
で
は
秋
と
は
言
い
な
が
ら
も
、
依
然
と

し
て
日
中
は
厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
い
る
が
、
村

内
小
学
校
は
議
員
の
力
添
え
に
よ
り
空
調
設
備
、

ト
イ
レ
の
整
備
な
ど
学
習
環
境
が
快
適
に
な
っ
て

い
る
。
各
学
校
に
は
、
よ
り
充
実
し
た
学
習
活
動

を
展
開
し
学
力
の
維
持
・
向
上
に
努
め
る
よ
う
お

願
い
し
て
い
る
。

教
育
長
諸
般
の
報
告

人

事

案

件

条　
　

例

○
チ
ー
ム
「
ス
カ
イ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
が
ミ

ズ
ノ
ウ
エ
ー
ブ
エ
ン
ペ
ラ
ー
カ
ッ
プ
出

場

　
　

陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
ス
カ
イ

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
が
10

月
１
日
、
東
京
都
、

味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
る
ミ
ズ

ノ
ウ
エ
ー
ブ
エ
ン
ペ
ラ
ー
カ
ッ
プ
市
民
ラ

ン
ナ
ー
日
本
一
決
定
戦
に
出
場
。
チ
ー
ム

５
人
の
う
ち
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

大お

お

て手
敬た
か
ふ
み史

君
、
ス
カ
イ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
管
理

人
の
村む
ら
か
み上

勝か
つ
の
り紀

君
が
メ
ン
バ
ー
。
水
上
村

の
よ
き
Ｐ
Ｒ
に
も
な
れ
ば
と
思
う
。

洋式トイレ

湯山小・空調設備 岩野小・空調設備

ミズノウエーブエンペラーカップ

ミズノウエーブエンペラーカップ

（九州ブロック代表チームの皆さんと）
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○
平
成
29
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
，
５
７
７
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
２
６
億
６
，
４
２
０
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　

 
 

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
設
置
工
事
１
１
４
万
１
，
０
０
０
円
、
農

地
な
ど
の
災
害
復
旧
費
１
，
６
０
０
万
円
な
ど
を

追
加
計
上
し
ま
し
た
。

○
平
成
29
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
事
業
勘
定
）
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
３
３
３
万
５
，
０
０
０

円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
億
１
，
５
３
４
万
８
，

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
29
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
６
５
７
万
３
，
０
０
０

円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
億
４
，
３
５
７
万
３
，

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
29
年
度
水
上
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
７
万
４
，
０
０
０

円

を

追

加

し
、

総

額

を

３
，

２

４

８

万

４
，

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
29
年
度
水
上
村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
１
万
６
，
０
０
０

円

を

追

加

し
、

総

額

を

３
，

４

４
５

万

６
，

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
29
年
度
水
上
村
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
９
８

万
５
，

０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
を
５
，
６
９
８
万
５
，

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
29
年
度
水
上
村
林
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
７
０
万
８
，
０
０
０

円
を
追
加
し
、
総
額
を
８
３
５
万
８
，
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
29
年
度
水
上
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
９
５

万
６
，

０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
，
４
７
９
万
６
，

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
28
年
度
水
上
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
事
業
勘
定
）
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
直
診
勘
定
）
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
水
上
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
水
上
村

簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
水
上
村

農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
水
上
村
林
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
水
上
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
　

い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
認
定

さ
れ
ま
し
た
。（
10

・
11

ペ
ー
ジ
掲
載
）

○
平
成
28
年
度
水
上
村
財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
報

告
に
つ
い
て

　
　

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き
監
査
委
員
の
意
見
を

付
し
て
報
告
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
基

準
を
下
回
っ
て
お
り
良
好
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
村
道
の
認
定
に
つ
い
て
（
矢
立
線
）

○
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
共
同
処
理
す
る

事
務
の
変
更
及
び
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

○
水
上
村
議
会
議
員
定
数
に
関
す
る
決
議

○
水
上
村
議
会
議
員
の
定
数
削
減
に
関
す
る
請
願
書

　
　

水
上
村
区
長
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
水
上
村
議
会

議
員
の
定
数
削
減
に
関
す
る
請
願
書
は
、
議
員
定

数
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
本
会
議
で
賛
成
少
数
に
よ
り
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

○
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に
関
す
る
意
見
書
採
択

の
陳
情

○
議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

○
継
続
審
査
申
出
書
に
つ
い
て

○
平
成
29
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
７
３
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
２
６
億
３
，
８
４
３
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　
　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
国
道
３
８
８
号
線
改
良

に
伴
う
支
障
木
伐
採
委
託
料
１
２
０
万
円
な
ど
を

追
加
計
上
し
ま
し
た
。

○
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
29
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
）

○
継
続
審
査
申
出
書
に
つ
い
て

決

算

認

定

報　
　

告

そ

の

他

予　
　

算

予　
　

算

そ

の

他

８
月
８
日
開
催

第
４
回
臨
時
会



11 2017.11　広報　みずかみ 2017.11　広報　みずかみ 10

平成 28 年度歳入歳出表　一般会計

村税
202,452,223 円

5.88％

村税
202,452,223 円

5.88％

村債
823,199,000 円

23.93％

村債
823,199,000 円

23.93％

繰越金
216,039,745 円

6.28％

繰越金
216,039,745 円

6.28％
繰入金
29,478,090 円
0.86％

繰入金
29,478,090 円
0.86％

諸収入
101,340,318 円
2.95％

諸収入
101,340,318 円
2.95％

国庫支出金
250,489,271 円

7.28％

国庫支出金
250,489,271 円

7.28％

総務費
448,452,967 円

14.22％

総務費
448,452,967 円

14.22％

民生費
458,391,623 円

14.54％

民生費
458,391,623 円

14.54％

農林水産業費
241,797,854 円

7.67％

農林水産業費
241,797,854 円

7.67％土木費
407,518,927 円

12.92％

土木費
407,518,927 円

12.92％

教育費
751,600,428 円

23.84％

教育費
751,600,428 円

23.84％

公債費
302,777,574 円

9.60％

公債費
302,777,574 円

9.60％

県支出金
131,037,980 円

3.81％

県支出金
131,037,980 円

3.81％

地方交付税
1,537,678,000 円

44.69％

地方交付税
1,537,678,000 円

44.69％

地方譲与税
37,808,000 円　1.10％
地方譲与税
37,808,000 円　1.10％

利子割交付金
114,000 円　0.00％
利子割交付金
114,000 円　0.00％

配当割交付金
265,000 円　0.01％
配当割交付金
265,000 円　0.01％

株式等譲渡所得割交付金
195,000 円　0.01％
株式等譲渡所得割交付金
195,000 円　0.01％

地方消費税交付金
37,499,000 円　1.09％
地方消費税交付金
37,499,000 円　1.09％

自動車取得税交付金
6,390,000 円　0.19％
自動車取得税交付金
6,390,000 円　0.19％

地方特例交付金
610,000 円　0.02％
地方特例交付金
610,000 円　0.02％

議会費
62,918,399 円　2.00％
議会費
62,918,399 円　2.00％

衛生費
124,577,109 円
3.59％

衛生費
124,577,109 円
3.59％

商工費
128,324,584 円　4.07％
商工費
128,324,584 円　4.07％

消防費
105,852,411 円
3.36％

消防費
105,852,411 円
3.36％

災害復旧費
120,995,119 円
3.84％

災害復旧費
120,995,119 円
3.84％

分担金及び負担金
8,453,591 円　0.25％
分担金及び負担金
8,453,591 円　0.25％

使用料及び手数料
29,399,270 円　0.85％
使用料及び手数料
29,399,270 円　0.85％

財産収入
26,751,077 円
0.78％

財産収入
26,751,077 円
0.78％

寄附金
1,543,000 円
0.04％

寄附金
1,543,000 円
0.04％

歳  出
3,153,206,995 円

歳  入
3,440,742,565 円

平成28年度　水上村会計別決算総括表
（単位：円）

会　計　別 区　　分 予　算　現　額 決　　算　　額
予算現額に対する決算額比較

増減額（繰越明許費を含む）

予算現額に対する

決算額の比較 （％）

一 般 会 計

歳　　　入 4,061,742,000 3,440,742,565 △ 620,999,435 84.71%

歳　　　出 4,061,742,000 3,153,206,995 △ 908,535,005 77.63%

歳入歳出差引残額 287,535,570

国民健康保険特別

会 計（ 事 業 勘 定 ）

歳　　　入 386,834,000 396,730,099 9,896,099 102.56%

歳　　　出 386,834,000 358,039,109 △ 28,794,891 92.56%

歳入歳出差引残額 38,690,990

国民健康保険特別

会 計（ 直 診 勘 定 ）

歳　　　入 8,471,000 8,469,120 △ 1,880 99.98%

歳　　　出 8,471,000 8,318,500 △ 152,500 98.20%

歳入歳出差引残額 150,620

介護保険特別会計

歳　　　入 375,855,000 378,020,609 2,165,609 100.58%

歳　　　出 375,855,000 364,383,975 △ 11,471,025 96.95%

歳入歳出差引残額 13,636,634

後 期 高 齢 者 医 療

特 別 会 計

歳　　　入 31,171,000 31,420,478 249,478 100.80%

歳　　　出 31,171,000 30,478,173 △ 692,827 97.78%

歳入歳出差引残額 942,305

簡 易 水 道 事 業

特 別 会 計

歳　　　入 42,331,000 43,521,650 1,190,650 102.81%

歳　　　出 42,331,000 38,506,744 △ 3,824,256 90.97%

歳入歳出差引残額 5,014,906

農業集落排水事業

特 別 会 計

歳　　　入 54,000,000 54,254,029 254,029 100.47%

歳　　　出 54,000,000 51,268,612 △ 2,731,388 94.94%

歳入歳出差引残額 2,985,417

林業集落排水事業

特 別 会 計

歳　　　入 5,650,000 5,723,087 73,087 101.29%

歳　　　出 5,650,000 4,614,647 △ 1,035,353 81.68%

歳入歳出差引残額 1,108,440

下 水 道 事 業

特 別 会 計

歳　　　入 40,633,000 38,015,216 △ 2,617,784 93.56%

歳　　　出 40,633,000 33,058,321 △ 7,574,679 81.36%

歳入歳出差引残額 4,956,895

総　合　計

歳　　　入 5,006,687,000 4,396,896,853 △ 609,790,147 87.82%

歳　　　出 5,006,687,000 4,041,875,076 △ 964,811,924 80.73%

歳入歳出差引残額 355,021,777
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議員定数等に関する調査特別委員会報告
　平成 27年 12月 10日の第４回水上村議会定例会において、本委員会に付託されま

した議会議員定数等について、その調査の結果をご報告いたします。

１．委員会の開催日

　　第１回　平成２７年１２月１０日　　第２回　平成２８年　２月２２日

　　第３回　平成２９年　２月１６日　　第４回　平成２９年　８月　８日

２．調査の経過

　これまでの議員定数の推移、郡内・県内・全国の議員定数等を調査し、今後の議員

定数に関し審議を行いました。

３．審議の内容

　※議員定数を削減すべきとの意見

○前回の平成 27年４月の村議会議員選挙では、議員定数と立候補者数が同数となり

無投票の結果となったことから、次回の選挙でも無投票の恐れがある。

○定数削減を望む村民の声もある。

○人口の減少に伴った議員定数が必要。

○県内、郡内の同規模自治体では定数削減されている。

○定数を削減した分、少しでも報酬を上げることで、選挙に出やすい環境を整える

べき。

○委員会等の委員数が足りなければ、複数の委員会所属などで対応すべき。

　※現状の議員定数を維持すべきとの意見

○前回の無投票選挙と議員定数とは直接関係はないのではないか。次回の選挙で無投

票であれば致し方ないが、今回は削減すべきではない。

○議会に対する不信感があるのは、議会や地域での議員活動が住民に見えにくいこと

もあるのではないか。豊かな発想で村を発展させていくことが必要ではないか。

○村民の参画を得た議会運営を成熟させていくことが大事である。二元代表制の議事・

議決機関として我々の更なる努力により、定数については村民からもある程度理解

していただけるのではないか。

○定数削減により、村民の選択や当選へのハードルが高くなることにより、ますます

立候補が難しくなるのではないか。

○各町村が定数を削減していった場合、郡内をはじめ県内そして県議会議員、国会議

員まで影響が波及する恐れがある。

○今後、様々な権限委譲が増えてくる中で委員会の在り方も含め、一定の議員数がな

ければ多種多様な意見を交わしての結論を出すこともできないし、議員の役割を伝

えるうえからも一定の人数は必要である。

４．調査の結果

　以上の審議内容のように、統一した結論を得ることができなかったため、第４回議

員定数等に関する調査特別委員会の審議をもって、議員定数の方向性を決定し本定例

会において結果報告を行うことを委員会に諮り、了承されましたので無記名投票によ

り採決いたしました。

　採決の結果、定数削減を主張する委員４名、定数現状維持を主張する委員６名とな

りました。

　よって、本委員会の調査の結果、賛成者多数により議会議員の定数は、現状維持の

10人とすることに決定しましたので報告します。

　更に８月 21日に区長会から提出されました水上村議会議員の定数削減に関する請

願書は、本会議で議員定数等に関する調査特別委員会に付託されましたので、定例会

期中に第５回委員会を開催しました。請願書を真摯に重く受け止め再度審議、協議し

採決を行いました。

　採決の結果、賛成委員　　　山崎隆浩　那須正弘　那須良策　富山憲治

　　　　　　　反対委員　　　杉野久志　荒嶽　晋　米良　哲　米本宗徳

　　　　　　　　　　　　　　　小野賴年　大石長一郎

　以上、賛成者少数により不採択となりました。

※委員会は、議長を除く９名の委員で構成され、議事が可否同数のときは委員長の決す

るところとなっていますが、この議事については議員全員で採決することが委員全会

一致で決定されたため、10名全員で採決が行われました。

議会を傍聴してみませんか
次回の定例議会は 12月です

（手続は住所・氏名を書くだけです）

詳しくは議会事務局℡44-0319まで



15 2017.11　広報　みずかみ 2017.11　広報　みずかみ 14

米良　　哲　議員

村
道
認
定
は
、
ど
の
よ
う
な
基

準
で
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

甲
斐
建
設
課
長　

要
綱
は
整
備

し
て
お
ら
ず
、
今
ま
で
の
申
し

合
わ
せ
で
住
家
２
戸
ま
で
の
路
線
に

つ
い
て
認
定
し
て
い
る
。

公
共
性
や
災
害
等
の
緊
急
時

を
考
え
る
と
、
住
家
が
１
戸

で
あ
っ
て
も
価
値
あ
る
路
線
、
例
え

ば
里
道
等
を
村
道
認
定
し
て
い
く
考

え
は
。中

嶽
村
長　

里
道
は
道
路
法

の
適
用
が
な
い
法
定
外
の
公

共
物
で
あ
る
が
、
過
去
に
運
用
し
た

例
も
あ
る
。
今
後
、
整
備
計
画
が
あ

る
の
か
聞
き
取
り
調
査
し
補
助
率
の

嵩か

さ

あ上
げ
で
整
備
す
る
か
、
村
道
に
し

た
ほ
う
が
よ
い
か
十
分
検
討
す
る
。

問問 答答

水
上
ス
カ
イ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の

利
用
促
進
と
利
用
計
画
は

担
当
課
及
び
観
光
協
会
と
連
携
し
、

広
範
囲
で
多
目
的
な
利
用
の
通
年
型
で

ＱＡオ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
の
利
用

状
況
は
。

堤
田
教
育
課
長　

中
学
校
が

９
校
84

名
・
高
校
が
27

校
５

２
７
名
・
実
業
団
が
３
団
体
27
名
・

そ
の
他
一
般
が
８
団
体
・
一
般
個
人

を
合
わ
せ
る
と
４
０
５
名
の
計
１
，

０
４
３
名
、
延
べ
５
，
５
０
４
回
利

用
さ
れ
て
お
り
宿
泊
は
２
，
１
２
５

泊
と
な
っ
て
い
る
。

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
利
用
促
進

及
び
利
用
計
画
は
。

中
嶽
村
長　

12

月
か
ら
２
月

に
か
け
て
は
、
施
設
を
オ
フ
に

し
よ
う
と
い
う
こ
と
も
考
え
た
が
、

年
間
を
通
し
て
ア
ス
リ
ー
ト
養
成
の

た
め
の
利
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
通
年
型
と
し
た
。
ま
た
、
予
約
が

な
い
時
期
は
担
当
課
や
観
光
協
会
と

問問 答答

連
携
し
イ
ベ
ン
ト
計
画
の
支
援
を
行

い
、
多
目
的
な
利
用
を
考
え
て
い
き

た
い
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

ミニガソリンスタ

ンド設置の考えは

国の指針を見極めた後
に検討

Ｑ

Ａ

杉野　久志　議員

経
済
産
業
省
が
ミ
ニ
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
を
導
入
す
る
町

村
に
対
し
、
建
設
費
の
一
部
を
補
助

す
る
報
道
が
あ
る
が
村
の
考
え
は
。

田
代
総
務
課
長　

平
成
23
年
に

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
給

油
所
が
激
減
し
本
村
で
も
一
ヶ
所
に

な
っ
た
。
ミ
ニ
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

は
、
６
０
０
ℓ
の
地
上
タ
ン
ク
で
通

常
の
３
分
の
１
、
約
１
，
０
０
０
万

円
程
度
で
建
設
は
で
き
る
が
、
補
助

率
等
は
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。
価

格
の
設
定
、
人
件
費
、
場
所
な
ど
の

問
題
が
あ
り
経
済
産
業
省
の
指
針
が

発
表
さ
れ
た
後
、
い
ろ
い
ろ
な
方
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
題
が
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
設
置

す
る
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。

田
代
総
務
課
長　

現
段
階
で
は

設
置
す
る
と
い
う
答
弁
は
差

し
控
え
た
い
。

問答答 問

里道などの

村道認定の考えは

里道で整備していくか、
村道にするか十分検討する

Ｑ

Ａ

スカイクラブナイト

一般的なＧＳとミニＧＳの違い

●１万ℓ前後の大型の地

下タンク

●建設費や維持費がか

さむ

●600ℓ以下の小型タ

ンク兼給油機を地上

に設置

●高さ 1.5m程度

●設置費は一般的なＧＳ

の約３分の１

一般的なＧＳ ミニＧＳ（例）
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山崎　隆浩　議員

村長就任後の政治公約の

実績と進捗は

「元気で輝くみずかみ」、「元気で笑顔
あふれるみずかみ」の実現を目指す

Ｑ

Ａ

「
子
ど
も
と
お
年
寄
り
に
安
全

で
や
さ
し
い
村
づ
く
り
」
に
関

し
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
に
つ
い
て
。

中
嶽
村
長　

•

出
産
祝
い
金

の
改
定
。（
第
一
子
３
万
円
、
第

二
子
５
万
円
、第
三
子
以
降
10
万
円
）

•

学
校
給
食
費
の
公
費
負
担
。

•

医
療
費
の
無
償
化
。（
高
校
３
年

生
ま
で
）

•

通
学
費
、
下
宿
の
支
援
。（
80
％
以

内
上
限
１
万
円
）

•
不
妊
治
療
助
成
措
置
の
拡
充
。（

数
名
の
方
が
利
用
さ
れ
赤
ち
ゃ
ん
も

誕
生
し
て
い
る
）
合
計
特
殊
出
生
率

は
現
在
1.7
で
1.9
ま
で
引
上
げ
、
将
来

2.0
で
安
定
し
た
人
口
維
持
等
を
確
立

し
て
い
き
た
い
。

※
合
計
特
殊
出
生
率
と
は
、
1
人
の

女
性
が
生
涯
に
産
む
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
子
供
の
数
を
示
す
指
標
で
、
そ

の
年
の
15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
女
性

が
生
ん
だ
子
ど
も
の
数
を
元
に
算
出

さ
れ
る
。

「
村
民
皆
が
い
き
い
き
と
働
く

こ
と
が
で
き
る
村
づ
く
り
」
に

関
し
産
業
推
進
機
構
の
現
状
と
あ
る

問問 答

べ
き
姿
に
つ
い
て
。

中
嶽
村
長　

農
林
産
物
、
特
用

林
産
物
を
産
品
化
し
六
次
産

業
化
を
目
指
す
。
農
産
物
の
栽
培
指

導
や
先
進
地
研
修
な
ど
生
産
現
場
の

強
化
に
努
め
、
更
に
物
流
セ
ミ
ナ
ー（

台
湾
の
観
光
物
産
展
に
出
向
き
米
の

販
売
価
格
を

１
㎏
７
０
０

円
か
ら
の
交

渉
を
進
め
て

い
る
）
を
開

催
し
、
特
産

品
開
発
（
ア

グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
イ

チ
ゴ
の
濃
縮

ジ
ュ
ー
ス
や

椎
茸
粉
末
加

工
の
試
作
に

取
り
か
か
っ

て
い
る
）
に

向
け
た
取
り

組
み
を
し
て

い
る
。
29

年

度
よ
り
山
村
活
性
化
交
付
金
の
指
定

を
３
年
間
受
け
、
期
間
内
に
成
果
が

出
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

「
共
生
（
自
立
）
の
村
づ
く
り
」
に

つ
い
て
。

中
嶽
村
長　

職
員
を
総
会
や

役
員
会
、
行
事
ご
と
に
出
席

問答

さ
せ
地
域
の
声
を
聞
き
、
濃
密
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
た
め
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

•

道
路
工
事
補
助
金
交
付
条
例
の

改
正
。（
里
道
70
％
↓
80
％
）

•

村
道
認
定
。

•

定
住
促
進
対
策
。（
宅
地
分
譲
・
住

宅
建
設
）

「
村
財
政
健
全
化
」
に
向
け
て
の

実
績
と
計
画
は
。

中
嶽
村
長　

•

29

年
度
か
ら

10
年
間
の
中
長
期
財
政
計
画
を

策
定
し
、財
政
の
健
全
化
に
努
め
る
。

•

27
年
度
・
28
年
度
で
３
億
２
，
０

０
０
万
円
の
基
金
を
造
成
。

•

集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
。（
事

務
事
業
の
再
編
・
統
合
・
廃
止
そ
し
て

民
間
委
託
の
検
討
、
組
織
機
構
の
見

直
し
と
定
数
管
理
、
給
料
の
適
正
化
、

第
三
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し
、
経
費
節

減
の
効
果
等
を
踏
ま
え
財
政
対
策
を

考
え
る
）

定
住
促
進
に
係
る
住
宅
整
備
計

画
は
。

甲
斐
建
設
課
長　

４
月
に
住

宅
定
住
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

答

編
集
後
記

　

秋
と
い
え
ば
実
り
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
読
書
の
秋
、
食
欲
の
秋

な
ど
と
言
わ
れ
、
一
年
で
最
も
過
ご
し
や
す
い
季
節
で
す
。
黄
色
く
色

づ
い
た
稲
穂
も
刈
り
取
ら
れ
、
今
で
は
刈
り
取
っ
た
株
か
ら
青
い
芽
が

出
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
出
来
栄
え
は
如
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
う
し
た
反
面
、
最
近
で
は
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
等
の
問
題
で
、

耕
作
放
棄
地
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
深
刻

な
問
題
だ
と
考
え
ま
す
。
朝
・
夕
は
肌
寒
く
な
り
、
す
っ
か
り
晩
秋
の

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
体
調
の
管
理
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
の
で
十

分
注
意
し
て
下
さ
い
。
や
が
て
紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
も
み

じ
狩
り
な
ど
で
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
、
残
り
の
月
日
を
元
気
に
過

ご
さ
れ
る
事
を
祈
念
し
ま
す
。

米
良　
　

哲

広
報
特
別
委
員
会　
　
　
　
　

委

員

長　
　

荒
嶽　
　

晋

副
委
員
長　
　

米
本　

宗
徳

委　
　

員　
　

米
良　
　

哲

山
崎　

隆
浩

台湾観光物産展

ト
を
実
施
し
、
岩
野
地
区
は
宅
地
分

譲
地
の
整
備
、
湯
山
地
区
は
村
営
住

宅
建
設
の
計
画
を
進
め
て
い
る
。

所
得
制
限
が
か
か
ら
ず
、
単
身

者
で
も
入
居
可
能
な
住
宅
整
備

の
考
え
は
。

中
嶽
村
長　

入
居
の
条
件
を

緩
和
す
る
に
は
、
公
営
住
宅
よ

り
一
般
住
宅
の
整
備
に
な
る
。
ま
た
、

単
身
者
向
け
住
宅
は
国
・
県
の
補
助

事
業
が
な
い
の
が
現
状
。
村
単
独
で

整
備
す
る
か
民
間
事
業
者
と
地
方
公

共
団
体
が
共
同
で
行
う
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
」も
視
野
に
入
れ
て
、
１
Ｄ
Ｋ
位
の

小
さ
め
な
住
宅
整
備
を
検
討
し
た

い
。そ

の
他
の
質
問
事
項

○
地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て

○
地
域
活
性
化
策
に
つ
い
て

問問 答答

問答


